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　この賞は、研究所内の若手研究者の活性化を図るため、

（独）農業環境技術研究所に勤務する40歳以下の研究職職

員および農環研特別研究員（いわゆるポスドク研究員）の中

から、とくに優れた業績をあげた者を表彰するものです。表

彰式と受賞者講演が、1月16日に行われました。

職員の部：

土壌環境研究領域　 安部　匡 任期付研究員　

植物の機能を活用した農作物のカドミウム汚染リスク低減

技術の高度化に関する研究

　カドミウムで汚染された水田でカドミウムをたくさん吸収

するイネ（カドミウム高吸収イネ）を栽培し、イネにカドミウ

ムを吸収させて土壌を浄化する技術が開発されています。

このカドミウム高吸収イネは、外国の品種の中から見出され

ましたが、収穫前に倒れや

すく、籾がこぼれ落ちやす

いという欠点がありました。

そこで、このイネのカドミ

ウム高吸収にかかわる遺

伝子の解析を行い、その

情報をもとに日本の飼料

用イネと交配して欠点を

改善した実用性の高いカ

ドミウム高吸収イネを育

成しました。

特別研究員の部：

生物生態機能研究領域　渡部貴志　農環研特別研究員

生分解性プラスチック分解酵素の大量生産系に関する研究

　生分解性プラスチック（生プラ）は、環境中の微生物の働

きにより分解されるため、利用後に回収と廃棄処理がいらな

い資材として、農業用マルチフィルムなどへの利用が図られ

ています。しかし、資材としての強度を確保すると、期待通り

に分解が進まない場合がありました。そこで、自然界から見

つけた生プラを強力に分解する微生物を利用し、その能力

を最大限に発揮させるため、培養方法の改良や遺伝子組換

え技術の利用などを検討しました。その結果、微生物の生プ

ラ分解酵素の生産量を当初の千倍以上に引き上げ、農地に

設置した生プラマルチフィルムを短時間で分解させることに

成功しました。

生物多様性研究領域　早川宗志　農環研特別研究員

日本の草地・里山景観を代表する野草の遺伝的多様性保全

のための研究

　生物は同一種内においても多様であり、同一種内の形態

的・生態的・遺伝的変異を正しく評価することは生物多様性

保全のために重要です。同一種内でも地域による変異があ

る場合、地域性を考慮しない生物の移動は遺伝的かく乱を

もたらす可能性があります。そこで、草地景観を代表する在

来野草であり、のり面緑化などに利用される、ススキとヨモ

ギについて、地理的な視点から系統進化を調べました（スス

キについては、本誌p7を参照）。また、人と自然の関わりが深

い里山に生育するラン科植物において分類学的研究を行

いました。

平成26年度（第7回）農環研若手研究者奨励賞
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　（独）農業環境技術研究所は、研究成果の社会への発信と、

その普及に関わる地方自治体との連携を深めるために、農

業環境技術公開セミナーを毎年開催しています。平成26年

度は、奈良県のご後援、奈良県農業研究開発センターのご

協力を得て、12月3日（水曜日）、橿原市立かしはら万葉ホー

ルにおいて開催しました。セミナーでは、農地土壌の全国的

な長期調査、奈良県土壌の実態、生物多様性に配慮した農

業の評価法、土着天敵の活用、新しい残留農薬の分析法、

水田での農薬の動態把握について、6題の講演が行われま

した。近隣自治体やJAなどの生産者団体、一般から99名の

参加があり、農業と環境への関心の高さがうかがわれまし

た。会場では、奈良県農業研究開発センター、農業環境技術

研究所、奈良県立御所実業高校から、研究成果のポスター

展示も行われ、参加者との活発な質疑応答が行われました。

（連携推進室長　大倉 利明）

農業環境技術公開セミナー in 奈良
悠久の地で「農業」と「環境」を考える

き物や、腐植、水や気体も含めた存在であり、その働きは食

料生産の場にとどまらないこと、また、世界中で起きている

土壌荒廃を防ぎ、土壌の持続的な利用方法を考えるために

国際土壌年が定められたことなどが紹介されました。その後、

大倉の案内で土壌標本（土壌モノリス）を見学していただき

ました。

　会場の農業環境インベントリー展示館は、国内外の土壌

モノリス二百数十点を所有する、日本で最も充実した土壌

モノリスの展示施設です。参加した32名の方々は、さまざま

な土壌の特徴や成り立ちに触れてその奥深さに魅了され、

土壌の大切さを実感していました。

（広報情報室　広報グループ）

農環研サイエンスカフェ
「土壌」は足もとに広がる宇宙
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　7回目を迎える農環研

サイエンスカフェは、

2015年が国際土壌年で

あることから「土壌」を題

材として、2月1日（日曜

日）に研究所内で開催し

ました。

　はじめに、話題提供者の農業環境インベントリーセンター

の大倉利明主任研究員（連携推進室長兼任）から、土壌は

単に岩石が風化した無機物の集まりではなく、そこに住む生

もみ

前列左から　渡部、早川、理事長、安部

カドミウム汚染水田浄化用イネ




